
富士山と自慢の食材でおもてなし
（11月 29日　第２回ゆずの里クロスカントリー

＆絶景ウォーク大会）
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成について



ごあいさつ
住みやすい町づくりに

積極果敢に取り組む

富士川町長
　志　村　　　学

　あけましておめでとうございます。
　皆さまには、輝かしい平成 28 年の新春をお迎えのことと
心よりお慶び申し上げます。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
3
月
8

日
に
町
制
施
行
5
周
年
の
記
念
式
典
を

開
催
し
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
祝
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
中
、

子
育
て
世
帯
応
援
券
の
発
行
や
子
ど
も

医
療
費
助
成
の
18
歳
ま
で
の
対
象
年
齢

拡
大
、
小
・
中
学
校
給
食
費
に
対
す
る

補
助
制
度
の
開
始
な
ど
、
子
育
て
世
代

へ
の
支
援
を
充
実
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
町
の
将
来
に
向
け
て
、
公

共
施
設
再
配
置
計
画
の
策
定
、
2

 
0
 6 

0
年
の
目
標
人
口
を
示
し
た
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
や
、
そ
れ
に
向
け
た
総
合
戦
略

も
併
せ
て
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

防
災
対
策
と
し
て
は
、
昨
年
全
国
各

地
で
噴
火
や
豪
雨
と
い
っ
た
自
然
災
害

が
発
生
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
防
災
ラ

ジ
オ
の
運
用
開
始
、
十
谷
地
区
の
ヘ
リ

ポ
ー
ト
整
備
な
ど
災
害
に
対
す
る
備
え

を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

基
盤
整
備
で
は
、
町
道
青
柳
長
沢
線

な
ど
3
路
線
の
供
用
を
開
始
、
市
川
三

郷
町
と
富
士
川
町
の
山
王
土
地
区
画
整

備
事
業
の
完
成
な
ど
住
み
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

産
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
発
行
し
、
商
店

街
の
振
興
あ
る
い
は
活
性
化
に
寄
与
し

た
ほ
か
、「
落
語
の
ま
ち
」
富
士
川
と
し

て
、
ふ
る
さ
と
名
物
応
援
宣
言
も
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
今
後
に
期
待
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
合
併
7
年
目
を
迎
え
ま
す
。

自
然
災
害
の
備
え
や
人
口
減
少
対
策
な

ど
課
題
は
山
積
を
し
て
お
り
、
町
で
は

今
年
を
改
革
元
年
と
位
置
づ
け
ま
し

て
、
役
場
機
構
の
大
幅
改
善
、
ま
た
、

新
・
町
民
会
館
の
開
館
や
町
民
体
育
館

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
移
転
オ
ー
プ
ン
な

ど
公
共
施
設
の
再
配
置
計
画
を
進
め
る

と
と
も
に
、
公
共
施
設
総
合
管
理
計
画

の
策
定
も
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
病
後
児
保
育
を
1
月
か
ら

開
始
し
子
育
て
支
援
を
図
る
ほ
か
、
国

土
強
靭
化
計
画
を
策
定
し
、
安
心
な
暮

ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
の
実
現
に
向
け
て
、
活
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
皆
さ
ま
に

と
っ
て
さ
ら
に
住
み
や
す
い
町
に
な
る

よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
積
極
果
敢

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
、
最
良
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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新年の
町民の皆さまとともに「暮らしと自然が輝く交流のまち」を目指す

　あけましておめでとうございます。
　皆さまには平成 28 年の輝かしい新春をお迎えのことと心
からお慶び申し上げます。富士川町議会議長

　齊　藤　正　行
　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
年
明
け

早
々
に
、
イ
ス
ラ
ム
国
に
よ
る
日
本
人

の
人
質
殺
害
と
い
う
衝
撃
的
な
ニ
ュ
ー

ス
が
報
道
さ
れ
、
11
月
に
も
パ
リ
で
同

時
多
発
テ
ロ
が
起
き
、
そ
の
犯
行
も
イ

ス
ラ
ム
国
に
よ
る
も
の
と
の
こ
と
で
、

い
ま
だ
に
世
界
を
恐
怖
に
陥
れ
て
い
ま

す
。
一
日
も
早
く
、
テ
ロ
の
な
い
平
和

な
世
界
が
訪
れ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　

明
る
い
話
題
で
は
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
初
戦
、
対
南
ア
フ
リ

カ
戦
で
の
日
本
の
勝
利
は
、
日
本
中
が

歓
喜
に
包
ま
れ
る
嬉
し
い
出
来
事
で
し

た
。

　

ま
た
、
国
内
で
は
、
韮
崎
市
出
身
の

大
村
智
先
生
が
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生
理

学
賞
を
受
賞
さ
れ
、
山
梨
県
に
住
む

我
々
に
と
っ
て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
、
多
く
の
人
が
誇
り
に
思
い
、
希
望

が
持
て
る
出
来
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
2
0
2
0
年
に
開
催
さ
れ
ま

す
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
で
新
国
立

競
技
場
の
設
計
見
直
し
や
エ
ン
ブ
レ
ム

盗
作
問
題
な
ど
国
民
の
期
待
を
裏
切
る

よ
う
な
出
来
事
も
あ
り
、
ま
た
、
日
本

の
各
地
で
は
、
火
山
噴
火
や
豪
雨
に
よ

る
河
川
の
決
壊
な
ど
、
大
き
な
自
然
災

害
も
あ
り
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
、
3
月
に
合
併
5
周
年
を

迎
え
、
記
念
式
典
で
町
の
鳥
「
ハ
ト
」

と
町
の
歌
「
明
日
に
生
き
る
」
が
制
定

さ
れ
、
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
を
祝
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
少
子
高

齢
化
と
人
口
減
少
が
大
き
な
社
会
問
題

と
な
る
中
、
2
0
6
0
年
の
町
の
将
来

人
口
を
1
万
6
千
人
と
す
る
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
を
定
め
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た

め
の
総
合
戦
略
も
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
6
月
か
ら
8
月
に
か
け

て
12
地
区
で
地
区
懇
談
会
を
開
き
、
町

の
皆
さ
ま
と
直
接
地
域
の
課
題
や
要
望

を
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
、
開
か
れ
た

議
会
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
づ
く
り
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
今
後
も
、
町
の
皆
さ
ま
の
声
に

耳
を
傾
け
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
と
一

緒
に
な
っ
て
、
地
域
課
題
や
町
の
課
題

解
決
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
年
は
、
町
に
お
い
て
は
、
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
建
設
工
事
も
実
質
的
な
動

き
が
始
ま
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
の

再
配
置
計
画
や
定
住
促
進
施
策
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
議
会
と
し
ま

し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て

議
論
を
尽
く
し
、
町
民
福
祉
の
充
実
と

町
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
、
第
一

次
総
合
計
画
の
将
来
像
「
暮
ら
し
と
自

然
が
輝
く
交
流
の
ま
ち
」
の
目
標
に
向

い
、
一
丸
と
な
っ
て
歩
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
、
最
良
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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◆税理士による無料申告相談

開催月日 会　　場　（所　在　地） 時　　　間

2月 3日（水） 市川三郷町役場　1階　大会議室
（市川三郷町市川大門1790－3） 午前の部　10〜 12時

午後の部　  1〜   4 時
2月 5日（金） 富士川町民会館　3階　大ホール

（青柳町338－8）

○　申告書など提出のみの方は、直接税務署にお持ちいただくか、郵送にてご提出ください。
○�　小規模納税者の所得税および復興特別所得税・消費税および地方消費税、年金受給者並びに給与所得者の所得
税および復興特別所得税の申告書を作成して提出できます（土地、建物および株式などの譲渡所得のある場合を
除く。）。
○　ご来場の際は、前年の申告書の控え・源泉徴収票など申告に必要な書類、印鑑をご持参ください。
○　会場が混雑している場合は、受け付けを早めに締め切ることがありますので、ご了承ください。

◆作成済みの申告書などの提出は、郵送でも行うことができます。
○�　申告書などは、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）の「確定申告書等作成コーナー」で作成するか、提出
用・控用ともに黒ボールペンなど（鉛筆・消せるボールペンは不可）で記載してください。
○�　申告書などの控えに受付印が必要な方は、切手を貼付した返信用封筒（郵便番号・住所・氏名を記載してくだ
さい。）を同封してください。後日返送いたします。
○�　平成25年から平成49年までの各年分については、復興特別所得税を所得税と併せて申告・納付することとさ
れています。復興特別所得税は、平成25年から平成49年までの各年分の基準所得税額（原則として、その年分
の所得税額）に2.1％の税率を乗じて計算します

◆社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）について
　社会保障・税番号制度の導入に伴い、税務署に提出いただく申請書などに個人番号の記
載が必要となります。個人番号の記載が必要となる時期は、次のとおりです。

申請書・届出書 平成28年1月1日以降に
提出すべき申請書など 各税法に規定する提出すべき期限

○�　税務署に個人番号を記載した申請書などを提出する際は、本人確認書類の提示または本人確認書類の写しを添
付していただく必要があります。

●お問い合わせ
　鰍沢税務署　☎22－3191（自動音声でご案内します）
　税務課　住民税担当　☎22－7205

申告書などの送付先
〒400−0693　鰍沢1502−1　　鰍沢税務署

平成 28. 1 月号　No.70（4）



　今年も、所得税などの申告時期を迎えます。町内でも税理士による無料申告相談を行います。早めに準備をして、
期限までに提出してください。
　なお、「町民税・県民税、国民健康保険税の申告書」の提出、町で行う地区別の申告相談日程については「広報ふ
じかわ」2月号でお知らせします。

◆鰍沢税務署では確定申告書の作成会場を開設します。
　所得税および復興特別所得税、個人事業者の消費税および地方消費税並びに贈与税の確定申告書作成会場を、次
のとおり開設します。

開 設 期 間 平成28年 2月 16日（火）から3月 31日（木）まで
※土、日および祝日を除く

受 付 時 間 午前8時 30分から（提出は午後5時まで）

相 談 時 間 午前9時から午後5時まで

○　上記期間以外は、税務署の申告書作成・相談会場はありません。
○　開設初日および3月15日直前は、大変な混雑が予想されますので、ご了承ください。
○　会場が混雑している場合には、受け付けを早めに締め切ることがありますので、お早めにお越しください。
○　お越しの際は、前年の申告書の控え・源泉徴収票など申告に必要な書類、印鑑をご持参ください。
○�　医療費控除を受けられる場合の医療費の金額、事業所得や不動産所得のある方の収入金額および各種経費の金
額については、事前に集計のうえお越しください。

◆平成27年分の申告書の提出および納税の期限

税　　目 申告書の提出期限および納期限※1 振替納付日※2

所得税および
復興特別所得税 平成28年 3月 15日（火） 4月 20日（水）

消費税および地方消費税
（個人事業者） 平成28年 3月 31日（木） 4月 25日（月）

贈　与　税 平成28年 3月 15日（火）

※1　現金納付を利用する方の期限
※2　口座振替を利用する方の引き落とし日

　「税を考える週間（11/11〜11/17）」の一環として、標語・作文・絵はがきの作品を募集しました。入賞作品に
つきましては、鰍沢税務署にて掲示しています。

申告の準備はお済みですか？

中学生の「税についての作文」
鰍沢納税貯蓄組合入選作品
会　長　賞　　「税金について」　　内　藤　　萌（増穂中 3年）
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　滞納者の住居などの捜索により差押えた動産（家財道具など）を公売する
動産公売会を、富士川町を含む県内市町村と山梨県が合同で次のとおり開催
します。
〈日　　時〉1月30日（土）12時30分〜
〈参加受付〉12時30分〜13時20分
〈公売方法〉入札
〈場　　所〉甲府市総合市民会館　山の都アリーナ（甲府市青沼3−5−44）
〈参加資格〉どなたでも参加できます。※滞納者本人を除く
　　　　　　本人確認のため、運転免許証などの身分証明書が必要です。

●お問い合わせ　　税務課　収納担当　☎22−7205

町税を滞納すると…
　納期限までに納付されない方には、地方税法に基
づき督促状を送付し、早めに納付していただくよう
お願いしています。しかし、それでも納めていただ
けない場合、納期限までに納められた方との公平性
を保つため、督促手数料や延滞金が徴収されるほか、
滞納している方の財産を差押え、これらの取立てや
公売を行い、町税に充てる滞納処分を行うこととな
ります。

滞納処分（差押え）とは？
※滞納処分の代表例です。
※これら以外にもさまざまな滞納処分が滞納者に対して行われます。
　早急にご納付ください。

預金の差押え 滞納者の預金（普通預金、定期預金など）を差押え金融機関などから取立てます。

自動車の差押え（タイヤロック） 所有している自動車の登録差押えを行います。その後、タイヤロックで運行禁止措
置を行い、自動車を搬出、公売します。

給与の差押え
※勤務されている場合

滞納者の勤務先へ通知し、滞納者に支払われるべき給与の一部を差押えます。
勤務先は、未納がなくなるまで滞納者に代わって納税しなければならなくなります。

売掛金の差押え
※自営業の場合

取引先に通知し、滞納者に支払われるべき売掛金を差押えます。
取引先は、滞納者に代わって売掛金を納税しなければならなくなります。

保険契約などの差押え
※各種の契約がある場合

滞納者が保険契約などにおいて有する請求権を差押え、解約返戻金などを税に充て
ます。

不動産の差押え 滞納者が所有している不動産（土地、家屋など）を差押え、公売します。

家財道具などの差押え 自宅などを捜索（強制調査）し、家財道具などを差押え（取り上げ）、公売します。

町税は納期内に納付を !

動産公売会の
お知らせ
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応
募
資
格

　

町
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の
方

（
平
成
27
年
4
月
1
日
現
在
）

※
地
方
公
共
団
体
の
議
員
、
地
方
公

務
員
お
よ
び
設
計
業
、
建
設
業
な
ど

を
生
業
と
し
て
い
る
方
を
除
く

募
集
人
数　
5
人
程
度
（
委
員
総
数

約
20
人
）

委
員
任
期　
平
成
28
年
2
月
〜
5
月

頃（
整
備
方
針
を
策
定
す
る
日
ま
で
）

募
集
期
間　
1
月
20
日
（
水
）
必
着

役
割　
役
場
庁
舎
の
整
備
方
針
策
定

に
関
す
る
審
議

応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
持
参
、
郵
送
、
電
子
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
に
て
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
応
募
不
可
。

※
応
募
用
紙
お
よ
び
募
集
要
項
は
、

本
庁
舎
総
務
課
ま
た
は
鰍
沢
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
に
て
受
領
す
る
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

そ
の
他　
報
酬
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
〒
4
0
0
―
0
5
9
2

　
天
神
中
條
1
1
3
4
番
地

　
総
務
課　
施
設
整
備
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
1

　

E-M
ail

　

soum
u@
tow
n.fujikaw

a.lg.jp

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

指
導
員
を
募
集
し
ま
す

　
町
で
は
、
嘱
託
職
員
（
指
導
員
・

指
導
員
補
助
）
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

応
募
資
格　
児
童
厚
生
指
導
員
、
保

育
士
、
教
諭
の
い
ず
れ
か
の
資
格
が

あ
る
方

勤
務
先　

か
じ
か
ざ
わ
児
童
セ
ン

タ
ー

採
用
人
数　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
担

当　
1
人

採
用
期
間　
平
成
28
年
2
月
1
日
〜

平
成
29
年
3
月
31
日

募
集
期
間　
1
月
15
日
（
金
）
ま
で

選
考
方
法　
書
類
選
考
後
に
面
接

申
し
込
み　
履
歴
書
、
資
格
が
わ
か

る
書
類
の
写
し
を
添
付
し
、
子
育
て

支
援
課
、
か
じ
か
ざ
わ
児
童
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
総
務
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
か
じ
か
ざ
わ
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
―
0
8
0
9

農
地
を
貸
し
た
い
方
、
借
り
た
い
方

「
農
地
中
間
管
理
事
業
」
を

ご
存
知
で
す
か
？

　
「
農
地
中
間
管
理
事
業
」と
は
、
農

地
の
利
用
の
効
率
化
お
よ
び
高
度
化

の
促
進
に
役
立
つ
農
地
の
貸
借
の
新

し
い
仕
組
み
で
す
。

　
農
業
が
で
き
な
く
な
っ
た
高
齢
農

家
や
、
農
業
が
で
き
な
い
方
の
農
地

を
借
り
入
れ
て
、
農
業
経
営
の
規
模

の
拡
大
を
し
た
い
担
い
手
や
、
新
規

就
農
者
な
ど
に
ま
と
め
て
貸
し
付
け

る
こ
と
、
農
用
地
の
集
団
化
を
促
進

す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　
農
地
を
相
続
し
た
が
農
業
が
で
き

な
い
場
合
や
、
高
齢
の
方
が
農
業
経

営
か
ら
リ
タ
イ
ヤ
す
る
場
合
な
ど
、

農
地
中
間
管
理
事
業
を
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
農
業
委
員
会
（
農
林
振
興
課
内
）

　
☎
22
―
7
2
1
4

　
山
梨
県
農
業
振
興
公
社

　
☎
0
5
5
―
2
3
2
―
2
7
6
0

役
場
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会

　
委
員
を
募
集
し
ま
す

　
平
成
27
年
に
策
定
さ
れ
た
公
共
施

設
再
配
置
計
画
で
の
提
言
に
よ
り
、

今
後
の
役
場
庁
舎
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
、
富
士
川
町
役
場
庁
舎
整
備
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、
町
民
の
方
々

の
幅
広
い
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
、
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

貸し付け
貸し付け
（転貸）

仕組み
のイメージ仕組み
のイメージ

農地を貸したい方 山梨県農地中間管理機構
（山梨県農業振興公社） 農地を借りたい方

機構に貸付けした人には協
力金が支払われます

貸し手から農地を借り受け、
規模拡大や農地の集積を進め
たい担い手に貸し付けます

まとまった使いやすい農地
が借り受けられます
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消
防
団

サ
ポ
ー
ト
事
業
協
力
店
を
募
集

　
消
防
団
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
消
防

団
員
や
同
居
の
ご
家
族
の
方
々
に
対

し
、
協
力
店
が
独
自
の
特
典
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

　
地
域
の
安
心
安
全
の
た
め
日
夜
頑

張
っ
て
い
る
消
防
団
の
た
め
に
、
ぜ

ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

優
遇
サ
ー
ビ
ス
の
例

★
料
金
の
○
％
割
引

★
ポ
イ
ン
ト
○
倍

★
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
な
ど

サ
ポ
ー
ト
店
の
メ
リ
ッ
ト

集
客
の
効
果
、
商
店
活
性
化

地
域
貢
献
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

消
防
団
員
の
メ
リ
ッ
ト

優
遇
サ
ー
ビ
ス

団
員
勧
誘
へ
の
活
用

消
防
団
の
認
知
度
向
上

申
込
方
法　
「
富
士
川
町
消
防
団
員

サ
ポ
ー
ト
店
登
録
申
請
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
防
災
課
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
防
災
課

窓
口
お
よ
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

取
得
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
防
災
課　
防
災
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
8

予
防
接
種
・
検
診
は

お
済
み
で
す
か
？

　

今
年
度
検
診
を
お
申
し
込
み
の

方
、
予
防
接
種
の
対
象
者
の
方
、
対

象
期
間
の
終
了
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
平
成
28
年
1
月
31
日
ま
で

▼
子
宮
が
ん
検
診

▼
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種◎
平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で

▼
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種

※
受
診
票
、
接
種
券
を
紛
失
さ
れ
た

方
は
、
再
発
行
で
き
ま
す
の
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
期
間
外
に
接
種
し
た
場
合
は
全
額

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
は
、
対
象
と
な
る
年
齢
に
お
い

て
の
み
定
期
接
種
と
し
て
の
公
費
助

成
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
対
象
年

度
内
で
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
結
核
検
診

　
結
核
予
防
法
に
よ
り
、
65
歳
以
上

の
方
は
年
に
一
度
、
結
核
検
診
を
受

け
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
年
度
、
ま
だ
受
診
し
て
い
な

い
方
は
、
各
自
医
療
機
関
で
受
診
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

町
総
合
健
康
診
査
は
す
で
に
終
了
し

て
い
ま
す
の
で
、ご
承
知
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
健
康
増
進
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
7

ふ
じ
か
わ
カ
ッ
プ
の
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　
12
月
6
日（
日
）、
町
民
会
館
に
お

い
て
、『
第
6
回
ふ
じ
か
わ
カ
ッ
プ
小

中
学
生
将
棋
大
会
』
が
開
催
さ
れ
、

県
内
外
か
ら
73
名
の
ち
び
っ
子
棋
士

が
参
加
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
各
部
門
の
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

☆
中
学
生
の
部

優
　
勝　
金
子
裕
樹（
豊
田
中
2
年
）

準
優
勝　
河
澄
一
成（
増
穂
中
3
年
）

☆
小
学
校
5
・
6
年
生
の
部
（
A
ブ

ロ
ッ
ク
）

優
　
勝　
福
田
達
也
（
駿
台
甲
府
小

6
年
）

準
優
勝　
秋
山
睦
稀
（
白
根
飯
野
小

6
年
）

☆
小
学
校
4
年
生
以
下
の
部
（
A
ブ

ロ
ッ
ク
）

優
　
勝　
斉
木
崇
希（
松
里
小
4
年
）

準
優
勝　
上
垣
茉
紘
（
春
日
居
小
4

年
）

使用日 使用イベント名
全体注文数

（はし・スプーン
含む）

リユース
食器数
（個）

CO2削減量
（kg）

排出された
CO2を吸収す
るスギ本数

12日 福祉の郷長澤区
スポーツレクリエーション祭 400 200 15.40 1

17日 あったかおうちカフェ 85 60 4.62 0.3

18日 町体育祭り秋季大会
（町体育協会） 50 50 3.85 0.3

〃 町体育祭り秋季大会
（大久保区） 150 150 11.55 0.8

〃 町体育祭り秋季大会（小林区） 950 650 50.05 4

〃 町体育祭り秋季大会（長澤区） 600 300 23.10 2

〃 町体育祭り秋季大会（大椚区） 300 200 15.40 1

19日 ひまわりさんの大豆畑
※枝豆収穫体験ツアー 180 180 13.86 1

24日 鬼島神明社祭典 360 180 13.86 1

25日 昌福寺御会式 560 390 30.03 2

〃 町2Rシステム構築推進協議会
自然エネルギー体験学習会 420 320 24.64 2

26日 夢未来
企業の農園　地域見学会 150 100 7.70 0.6

31日 あったかおうちカフェ 85 60 4.62 0.3

〃 隆運寺七面大明神大祭 850 850 65.45 5

合計 5,140 3,690 284.13 21.3

リ
ユ
ー
ス
食
器
0
円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

認
定
N
P
O
法
人
ス
ペ
ー
ス
ふ
う
　
平
成
27
年
10
月
利
用
分
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ご
存
知
で
す
か
？

市
川
三
郷
病
院
で

妊
婦
健
診
が
受
け
ら
れ
ま
す

　
「
産
科
セ
ミ
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
」

の
導
入
に
よ
り
、
山
梨
大
学
医
学
部

付
属
病
院
で
出
産
を
ご
予
定
の
妊
婦

さ
ん
は
、
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
市
川

三
郷
病
院
で
、
妊
婦
健
診
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
健
診
は
、
完
全
予
約
制
で
、
山
梨

大
学
医
学
部
付
属
病
院
の
産
婦
人
科

医
師
が
診
察
い
た
し
ま
す
。

　
ご
利
用
希
望
の
方
は
、
山
梨
大
学

医
学
部
附
属
病
院
受
診
の
際
、
担
当

医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
た
だ
し

医
師
に
よ
り
利
用
が
可
能
と
判
断
さ

れ
た
妊
婦
さ
ん
に
限
り
ま
す
）

　
ま
た
助
産
師
に
よ
る
相
談
も
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
・
市
川
三
郷

病
院

　
☎
0
5
5
―
2
7
2
―
3
0
0
0

　
子
育
て
支
援
課　
母
子
保
健
担
当

　
☎
22
―
7
2
2
1

町
有
地
を
随
時
売
却
し
ま
す

　
町
で
は
、
一
般
競
争
入
札
で
申
し

込
み
の
な
か
っ
た
町
有
地
を
随
時
売

却
し
ま
す
。
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方

（
法
人
可
）は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
な
お
、
表
示
価
格
が
売
却
額
と

な
り
、
申
し
込
み
先
着
順
（
同
日
の

場
合
は
く
じ
引
き
）
で
購
入
者
を
決

定
し
ま
す
。

◆
売
却
物
件
（
売
却
価
格
）

①
長
澤
字
新
西
2
2
6
7
番
7

　
宅　
地　
　
2
3
3
・
7
0
㎡

�

（
9
7
1
万
円
）

②
長
澤
字
新
西
2
2
6
7
番
8

　
宅　
地　
　
2
3
7
・
2
2
㎡

�

（
9
7
8
万
円
）

③
鰍
沢
字
起
シ
60
番
7

　
宅　
地　
　
3
6
0
・
5
6
㎡

�

（
8
2
2
万
円
）

④
長
澤
字
新
東
2
3
7
7
番
1

　
宅　
地　
　
1
8
3
・
3
7
㎡

�

（
2
5
9
万
円
）

※
詳
し
い
写
真
や
地
図
な
ど
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
広
報
ふ
じ
か

わ
9
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
財
政
課　
財
産
管
理
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
6

　
町
で
は
、
自
主
財
源
の
確
保
を
目

的
と
し
て
、
一
般
業
務
に
お
い
て
使

用
す
る
封
筒
（
広
告
入
り
）
を
寄
附

し
て
い
た
だ
け
る
方
（
法
人
）
を
募

集
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
担
当
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
財
政
課　
財
産
管
理
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
6

町
長
の
年
頭
あ
い
さ
つ
に
つ
い
て

富
士
川
C
A
T
V
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

チ
ャ
ン
ネ
ル
（
11
c
h
）
で
は
、
町

長
の
年
頭
あ
い
さ
つ
を
1
月
1
日
か

ら
5
日
の
間
、
1
日
3
回
放
送
し
ま

す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
午
前
8
時
50
分　

②
12
時
50
分　

③
午
後
8
時
50
分

●
お
問
い
合
わ
せ

　
富
士
川
C
A
T
V

　
☎
22
―
1
7
7
7

　
今
年
も
3
月
20
日
（
日
）
に
第
6

回
目
の
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
年

々
参
加
者
も
増
え
て
盛
会
に
な
っ
て

い
ま
す
。
5
キ
ロ
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

や
距
離
別
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
体
力
に
合

わ
せ
た
コ
ー
ス
で
、
ご
家
族
や
友
達

と
一
緒
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
「
リ
ズ
ム
体
操
」
や
「
ヨ
ガ
教
室
」

も
参
加
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
が
楽
し
く
活
動
し
て

い
ま
す
。
寒
さ
に
負
け
ず
一
緒
に
運

動
し
ま
せ
ん
か
？

◇
今
後
の
予
定

サ�

ッ
カ
ー
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス　
1
月

17
日
・
24
日　
2
月
7
日
・
21
日

木
曜
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　
毎
週

ラ�

ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球　
1
月
14
日
・

27
日　
2
月
11
日
・
24
日

グ�

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ　
1
月
17
日
・
24

日　
2
月
7
日
・
21
日

健
康
リ
ズ
ム
体
操

　
1
月
29
日
・
2
月
26
日

ヨ
ガ
教
室　
1
月
17
日
・
2
月
7
日

☆
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

●
お
問
い
合
わ
せ

　
か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務

局
（
教
育
委
員
会
内
）

　
☎
22
―
5
3
6
1

広
告
入
封
筒
の
寄
附
者
募
集

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

「
富
士
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
」

か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り
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冬
道
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の

 
除
雪
路
線
マ
ッ
プ

　
平
成
26
年
2
月
の
記
録
的
な
大
雪
は
、
町
民
生
活
を
脅
か
す
ほ
ど
の
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
あ
れ

か
ら
約
2
年
…
、
町
で
は
冬
季
の
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
10
㎝
以
上
の
積
雪
の
場
合
は
主
要
な
町
道
を
中
心

に
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
が
、
生
活
道
路
の
除
雪
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　
そ
こ
で
、
本
格
的
な
〝
冬
将
軍
〟
の
到
来
を
前
に
、
町
道
な
ど
の
除
雪
路
線
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

除雪路線図

【凡　例】
町　　　道⇒　
国道・県道⇒　

至
平
林

至
小
室

至
八
丁
橋

至身延町

利根
川公
園

まほらの湯

増穂中学校

役場

道の駅

警察署

富士川病院

鰍沢口駅

山王地区分譲地

鰍沢小
中学校
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除雪路線図

【凡　例】
町　　　道⇒　
国道・県道⇒　

除
雪
に
つ
い
て
の
お
願
い

■
生
活
道
路
の
除
雪
に
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
除
雪
機
械
の
入
れ
な
い
生
活
道
路

や
歩
道
の
除
雪
、
ま
た
、
高
齢
者
世

帯
な
ど
へ
は
地
域
で
声
を
掛
け
合

い
、
近
所
同
士
で
協
力
し
て
除
雪
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
車
道
へ
の
雪
投
げ
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

　
交
通
の
支
障
と
な
り
、
大
変
危
険

で
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

■
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
除
雪
作
業
の
支
障
と
な
り
ま
す
の

で
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
建
設
課　
土
木
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
3

至
泊
平

至
赤
石
橋

く
に
み
園

矢
川

仙
洞
田

至
消
防
署
増
穂
分
駐
所

至
畔
沢
橋

至
新
道
橋

砂垈
至ふるさと自然塾

箱原

至南アルプス市

南小

向川

梅久保

至身延町

福寿荘

下髙下

みさき耕舎

かじかの湯

ふれあいセンター

上髙下

狩宿

新梨

忍沢

下七尾

小塗手

つくたべかん

鹿島

平林地区

小室・髙下地区

中部・五開地区
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ご存知ですか？学生納付特例制度

若年者納付猶予制度

保険料がお安くなります

　20歳を迎えると、さまざまな権利とともに義務も生まれま
す。国民年金に加入することもそのひとつです。
　皆さんの中には「年金なんて先のことだから関係ない」なん
て思っている人はいませんか？
　日本に住む20歳以上60歳未満の人（外国人も含む）は国民
年金に加入し、保険料を納めましょう。

国民年金は、老後の生活保障だけでなく、万が一、病気やケガで障害が残ったときや、
一家の働き手が亡くなったときなど、あなたやあなたの家族を守ってくれます。

基礎年金の半分は国庫負担（税金）でまかなわれているため、現在 20歳の方も納付した保険料以上の年金が受け取れます。
さらに賃金や物価の変動に合わせて金額が改訂されるため、大変有利です。

ご存知ですか？学生納付特例制度
学生の方ご本人の所得が一定以下の場合、
保険料の納付が猶予される制度があります。

若年者納付猶予制度
学生ではない30歳未満の方ご本人または配偶者
の前年の所得が一定以下の場合、保険料の納付が
猶予される制度があります。

保険料がお安くなります
保険料をまとめて前払い（前納）
することにより、保険料が割引
になります。この前納制度と口
座振替をセットにすることでさ
らに割引になります。

【注意】
　加入の届出や保険料の納め忘れがあると年金が受け取れないこともありますので、「あのときに…」と後悔する前
に必ず加入しましょう。
　加入のお手続きは20歳の誕生月の前月に日本年金機構より書類が届きますので、町民生活課または竜王年金事務
所にて手続きをしてください。

●お問い合わせ　　竜王年金事務所　国民年金課　☎055−278−1104
　　　　　　　　　町民生活課　保険年金担当　　☎22−7209
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富士川町職員の給与などを公表します富士川町職員の給与などを公表します
富士川町職員の給与は、基本給としての給料と扶養手当や通勤手当などの諸手当から成り立ち、その職務
や責任の度合いに応じ、国・県の職員給与や民間給与などを考慮して、町議会の審議を経て「職員給与条
例」で決められています。

◎人件費の状況（平成 26年度普通会計決算）

区　分 人　口
H26.4.1 現在

歳出総額
🄐　千円

うち人件費
🄑　千円

比　率
🄑 /🄐

26 年度 16,162 人 7,653,905 1,282,227 16.7 ％

※�人件費には、特別職に支給される給料・報酬なども含まれてい
ます。

◎職員の初任給の状況（平成 27年 12月 1日現在）
区　　　分 富士川町 国

一　般
行政職

大学卒 174,200 円 174,200 円

高校卒 142,100 円 142,100 円

◎特別職の報酬などの状況（平成 27年 12月 1日現在）
区　　　分 給料月額等 期末手当

特　

別　

職

町　長 685,000 円 	   6 月期	 1.925 月分

副町長 568,000 円 	 12 月期	 2.175 月分

教育長 538,000 円 	 合　計	 4.10 月分

◎職員給与費の状況（平成 26年度一般会計当初予算）

区　分 職員数
🄐

給　　与　　費　（千円）

給　料 職員手当 期末勤勉手当 合計🄑

27年度 161 人 605,966 70,339 223,946 900,251

一人当たりの給与費（B/A） 5,591,621 円
※�特別職に支給される給料・報酬などは含まれていません。また、
職員手当には退職手当は含まれていません。

◎職員の平均給料月額平均年齢の状況
（平成 27年給与実態調査）

区　　　分 給　　料 平均年齢

一般行政職 311,700 円 41.2 歳

◎部門別職員数の状況（平成 27年 4月 1日現在）
区分 一般行政 教　　育 公営企業など 合　　計

職員数 140 人 13 人 18 人 171 人

前年比 △ 5人 △ 1人 ＋ 2人 △ 4人
※教育の中には、教育長が含まれています。

◎職員手当の状況（平成 27年 12月 1日現在）

区
分 支給月

富士川町（月分） 国（月分）

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

期
末
勤
勉
手
当

6月期 1.225 0.75 1.225 0.75

（1.025） （0.95） （1.025） （0.95）

12 月期 1.375 0.75 1.375 0.75

（1.175） （0.95） （1.175） （0.95）

合　計 2.60 1.50 2.60 1.50

（2.20） （1.90） （2.20） （1.90）

退
職
手
当

年　数 自己都合 勧奨定年 自己都合 勧奨定年

勤続20年 20.44 月 25.55625月 20.44 月 25.55625月

勤続 30年 36.105 42.4125 36.105 42.4125

勤続 40年 46.545 49.59 46.545 49.59

最高限度 49.59 49.59 49.59 49.59
※（　）内は、特定幹部に適用。

（平成 27年 12月 1日現在）

給　与　の　内　容
◆毎月決まって支給されるもの
※給　　料	 職種や職務に応じて給料表に定める額を支給
※扶養手当	 配偶者 13,000 円、その他の扶養親族 6,500 円
※住居手当	 �借家の場合、家賃が 12,000 円を超える時に支給

し、家賃の額に応じ最高 27,000 円まで
※通勤手当	 �通勤方法により異なりますが、交通機関利用の場

合、運賃 55,000 円まで支給（自動車利用者は、
通勤距離に応じ支給）

◆特殊な職務・勤務に従事したとき、実績に応じ支給される
※特殊勤務手当　�危険、困難、不快、不健康な勤務についたと

き
※時間外手当　正規の勤務時間を超えて勤務したとき

◆臨時に支給されるもの
※期末・勤勉手当　ボーナスに相当する手当　年間 4.10 月分
※退　職　手　当　退職時に支給
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年
末
年
始
は
何
か
と
胃
を
酷
使
す

る
機
会
が
増
え
ま
す
ね
。

　
1
月
7
日
の
朝
に
「
七
草
粥
」
を

食
べ
る
の
は
、
1
年
の
無
病
息
災
を

願
う
と
と
も
に
、
弱
っ
た
胃
を
休
め

る
た
め
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
胃
を
い
た
わ
る
た
め
に
は
、
日

ご
ろ
か
ら
意
識
し
た
食
事
を
摂
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
胃
は
食
べ
物
の
負
担
を
減
ら
す
だ

け
で
、回
復
す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

胃
薬
も
時
に
は
必
要
で
す
が
、
食
べ

物
で
の
調
整
も
胃
に
は
立
派
な
薬
と

な
り
ま
す
。自
分
の
体
を
い
た
わ
り
、

良
い
1
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

弱った胃を
いたわりましょう

ン
ス
、
台
湾
出
身
歌
手
リ
ュ
ウ
・
メ

イ
ア
さ
ん
の
歌
が
披
露
さ
れ
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
「
食
」
を
き
っ
か
け
に
、

皆
さ
ん
に
国
際
交
流
へ
の
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
11
月
8
日（
日
）、
ま
す
ほ
児
童
館

前
庭
に
お
い
て
、「
第
20
回
ワ
ー
ル

ド
グ
ル
メ
プ
ラ
ザ
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
多
く
の
人
た
ち
に
こ
の
イ
ベ
ン
ト

と
協
会
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
甲

州
富
士
川
ま
つ
り
と
同
時
開
催
し
、

中
国
、
台
湾
、
韓
国
、
タ
イ
、
ド
イ

ツ
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
6
か
国
の
料
理
を

振
る
舞
い
ま
し
た
。
ま
た
、
J
A
ま

つ
り
と
の
合
同
ス
テ
ー
ジ
で
は
フ
ラ

メ
ン
コ
、
韓
国
伝
統
舞
踊
、
フ
ラ
ダ

健康いきいき
情 報

健康いきいき
情 報

町民生活課
生活推進担当
☎ 22−7209

　町国際交流協会は、世界各国の人たちを通じて、絆を強め、町民の
国際意識の向上を図り、相互の親善を深めることを目的に活動してい
る団体です。
　協会では、毎年「ワールドグルメプラザ」を開催しています。この
イベントは、『世界の「食」を通じて交流しよう！』をテーマに掲げ、
世界各国の料理の販売、協会活動の展示、世界の舞踊などを披露し、
世界各国の人たちと交流を深めていくイベントです。

国
際
交
流
協
会
ワ
ー
ル
ド
グ
ル
メ
プ
ラ
ザ

〜
世
界
の
「
食
」
を
通
じ
て
交
流
し
よ
う
〜

弱った胃を
いたわりましょう

今月は
丸山保健師です

【出品料理】
中国「水餃子」、「月餅」
台湾「棒餃子」、「ちまき」
韓国「チヂミ」、「トッポギ」
タイ「バッタイ（タイ風やきそば）」
ドイツ「シュトロイゼルクーヘン
（パンケーキ）」、「カトフェル
ズッペ（ジャガイモスープ）」

ブラジル「パステル（揚げパイ）」
etc

納
豆
・
山
芋

　
消
化
を
助
け
る
「
食
物
酵
素
」

が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
酵
素

は
熱
に
弱
い
の
で
、
効
率
よ
く
摂

る
に
は
生
食
が
適
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
ム
チ
ン
」と
い
う
胃
の

粘
膜
を
潤
し
、
保
護
し
て
く
れ
る

栄
養
素
を
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。

キ
ャ
ベ
ツ

　
胃
酸
を
抑
え
、
胃
粘
膜
の
再
生

を
促
す
「
ビ
タ
ミ
ン
U
」（
別
名
：

キ
ャ
ベ
ジ
ン
）
が
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
加
熱
に
よ
り
栄
養
素
が

減
っ
て
し
ま
う
の
で
、
加
熱
は
短

め
に
し
ま
し
ょ
う
。

タ
ン
パ
ク
質
の
多
い
食
品

　
胃
の
粘
膜
を
作
る
働
き
が
あ
る

の
で
、
不
調
な
時
こ
そ
し
っ
か
り

摂
り
ま
し
ょ
う
。脂
の
多
い
肉
や
、

青
背
の
魚
は
胃
に
負
担
を
か
け
や

す
い
た
め
、卵
や
さ
さ
み
、胸
肉
、

白
身
魚
、
豆
腐
と
い
っ
た
脂
肪
分

の
少
な
い
食
品
で
摂
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

大
根

　
胃
酸
過
多
や
食
欲
不
振
に
効
果

の
あ
る
「
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
」
が
多
く

含
ま
れ
、
特
に
胃
痛
の
時
は
、
大

根
お
ろ
し
が
効
果
的
で
す
。
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N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」、

ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
の
中
で
、
11
月
29
日
に

放
映
さ
れ
た
「
富
岡
製
糸
の
危
機
〜

世
界
目
指
す
二
人
に
未
来
開
け
る

か
」
は
、
女
性
が
教
育
を
受
け
る
こ

と
の
大
切
さ
を
再
認
識
さ
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
明
治
5
年
、
政
府
の
掲
げ
た
政
策

「
殖
産
興
業
」の
一
翼
を
担
う
べ
く
誕

生
し
た
、
日
本
初
の
官
営
模
範
製
糸

場
で
あ
る
富
岡
製
糸
場
。
し
か
し
、

財
政
が
厳
し
く
な
っ
て
き
た
明
治
政

府
は
、
国
営
の
赤
字
産
業
を
民
間
に

払
い
下
げ
て
い
き
、
富
岡
製
糸
場
も

対
象
と
な
り
ま
し
た
が
規
模
が
大
き

す
ぎ
て
買
い
手
が
つ
か
ず
、
政
府
は

閉
鎖
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
力
を
発
揮
し
た
の
が
女
性
た
ち
で

す
。
も
ち
ろ
ん
県
令
た
ち
も
必
死
に

存
続
を
願
い
、
そ
の
結
果
、
富
岡
製

糸
場
の
存
続
が
決
ま
っ
た
の
で
す
。

　
み
ん
な
の
喜
び
よ
う
は
い
か
ば
か

り
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
見
て
い

る
私
も
ほ
っ
と
す
る
と
同
時
に
、
懸

命
に
活
動
し
た
美
和
（
井
上
真
央
）

は
じ
め
、
女
性
た
ち
に
大
き
な
拍
手

を
送
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
女
性
た
ち
は
何
を
し

た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
富
岡
製
糸

場
の
存
続
の
た
め
に
立
ち
上
が
り
、

署
名
活
動
で
す
。
美
和
［
吉
田
松
陰

の
妹
］
が
寿
（
美
和
の
姉
）
と
の
約

束
で
作
っ
た
女
性
た
ち
の
学
び
舎
で

学
ん
で
い
た
、
地
元
の
養
蚕
農
家
の

女
性
や
富
岡
製
糸
場
の
工
女
た
ち
が

自
ら
考
え
、行
動
に
移
し
た
の
で
す
。

教
育
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
た

瞬
間
で
し
た
。

　
私
は
、
よ
く
学
ぶ
時
間
が
あ
っ
た

な
と
疑
問
に
思
い
調
べ
て
み
る
と
、

富
岡
の
工
女
た
ち
の
労
働
環
境
が
充

実
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で

す
。待
遇
は
過
酷
な
も
の
で
は
な
く
、

特
に
当
初
は
お
お
む
ね
勤
務
時
間
も

休
日
も
整
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で

す
。
1
日
8
時
間
程
度
の
労
働
で
、

年
末
年
始
と
夏
期
に
は
10
日
ず
つ
休

暇
が
あ
っ
た
と
も
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。
余
暇
を
使
っ
て
工
女
た
ち
は
学

習
し
た
の
で
す
。

　
昨
年
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞

し
た
マ
ラ
ラ・ユ
フ
フ
ザ
イ
さ
ん（
当

時
17
歳
）
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た

ち
が
質
の
高
い
教
育
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
を
望
み
、
女
性
が
平
等
な
権
利

を
持
つ
こ
と
を
望
み
、
そ
し
て
世
界

の
隅
々
ま
で
が
平
和
で
あ
る
こ
と
を

願
っ
て
行
動
し
て
い
ま
す
。「
花
燃

ゆ
」
の
美
和
た
ち
と
共
通
し
て
い
る

な
と
思
い
ま
す
。

［11月分］　

工　事　名　・　件　名 場　　所 落札金額（円）
（消費税抜） 落　札　者

災害備蓄品購入（毛布） 天 神 中 條 775,000 東 八 防 災 ㈱

桜回廊植栽用地立木伐採業務委託 最 勝 寺 1,574,000 峡 南 森 林 組 合

消防団第 6分団詰所屋根防水工事 小 室 1,120,000 武 山 工 業 ㈱

鰍沢福祉センター駐車場照明設置工事 鰍 沢 9,050,000 ㈱ 伸 電 工 業

町有団地室内改修工事 青柳町・鰍沢 3,200,000 ㈱ 小 澤 工 務 店

町道北新町 1号線交差点舗装工事 鰍 沢 20,700,000 高 野 工 業 ㈱

富士川西部広域農道外 1路線舗装工事 最勝寺・小林 8,480,000 ㈱ 早 野 組

町内路線舗装打換工事 富 士 川 町 5,150,000 ㈱ 中 村 建 設

町道天戸線道路改良工事 鰍 沢 7,800,000 ㈱ フ カ サ ワ

町道下高下 2号線道路改良工事 髙 下 7,430,000 井 上 建 設 ㈱

遠田 1の橋外 4橋橋梁補修工事 富 士 川 町 8,450,000 井 上 建 設 ㈱

長沢汚水枝線 31−2−27−6 号管布設工事 天神中條・大久保 26,500,000 ㈱ 天 満 組

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

富岡製糸場と
女たち

富士川町
男女共同参画推進委員会
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【
イ
ベ
ン
ト
情
報
】

ま
す
ほ
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ワ
イ
ア

2
0
1
6

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
新
年
の
文
化
ホ
ー
ル
に
町
の
子
ど

も
た
ち
の
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
響

き
渡
り
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

■
平
成
28
年
1
月
11
日
（
月
祝
）
午

後
2
時
開
演

◇
入
場
料　
自
由
席
7
0
0
円
（
高

校
生
以
下
無
料
）

◇
出
演　
ま
す
ほ
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ワ
イ

ア
、
指
揮　
依
田
浩
、
ピ
ア
ノ　
雨

宮
由
佳
、
ソ
プ
ラ
ノ　
水
上
理
江
、

弦
楽　
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル　
ヴ
ィ

ッ
ラ
・
デ
ィ
・
ム
ジ
カ

優
秀
映
画
鑑
賞
推
進
事
業

　
日
本
映
画
名
作
選

in
富
士
川

　

恒
例
の
甦
る
昭
和
の
名
作
上
映

会
。
今
回
は
名
監
督
シ
リ
ー
ズ
と
し

て
、
市
川
崑
監
督
作
品
集
で
す
。

■
①
平
成
28
年
1
月
16
日
（
土
）
12

時
30
分
上
映

「
お
と
う
と
」（
幸
田
文
原
作
・
岸
恵

子
主
演
）「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
組
織
委

員
会
）

■
②
1
月
17
日
（
日
）
12
時
30
分
上

映
「
野
火
」（
大
岡
昇
平
原
作・船
越

英
二
主
演
）「
お
は
ん
」（
宇
野
千
代

原
作
・
吉
永
小
百
合
主
演
）

◇
入
場
料　
当
日
券
の
み
・
自
由
席

5
0
0
円
（
1
回
入
場
）

もみじ祭り　ゆずの里まつり
氷室の郷ふれあいまつり

◀ 11 月 15 日（日）
大柳川やすらぎ水辺
公園でもみじ祭りが
行われました。当日
は朝まで降っていた
雨もやみ、雨粒した
たる紅葉がなんとも
美しい情景をもたら
していました。

◀▶11月22日（日）
こちらは平林交流の
里みさき耕舎におい
て行われた氷室の郷
ふれあい祭りの様
子。大根の抜き取り
体験をしたり、家族
みんなで豚汁を食べ
たり、笑顔いっぱい
のお祭りとなりまし
た。

▲ 11月 15 日（日）小室山妙法寺においてゆずの里ま
つりが行われました。ゆずのピラミッド数当てクイズ
を楽しんだり、ゆずの香りに包まれるなか、和やかに
開催されました。

富士川町ますほ文化ホール
☎ 22−8811　FAX 22−8815
http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp/

ますほ文化ホール通信

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
舞
台
の
音

響
設
備
改
修
工
事
を
行
う
た
め
、

臨
時
休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
、
ご
不
便

を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理

解
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

◇
休
館
期
間
◇

平
成
28
年
1
月
18
日
（
月
）
〜
同

年
3
月
末
日
ま
で

※
ロ
ビ
ー
な
ど
は
、
ご
利
用
い
た

だ
け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
文
化
ホ
ー
ル
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲昨年のコンサートの様子

▲日本映画名作選「東京オリンピック」

▲日本映画名作選「野火」
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【
短　

歌
】

菩
提
寺
の
反
り
美
し
き
屋
根
仰
ぐ
天
の
ぼ
り
ゆ
く
姉
を
祈
り
て

	

堀
内　

竹
子

右
ひ
ざ
の
疼
き
は
あ
れ
ど
か
ぶ
水
菜
蒔
き
て
今
宵
の
雨
を
ま
ち
お
り

	
堀
内　

久
子

色
淡
き
泡
立
草
の
咲
く
傾
り
秋
の
日
差
し
は
水
の
か
が
や
き

	

秋
山
美
弥
子

【
俳　

句
】

い
っ
せ
い
に
霜
の
晴
れ
ゆ
く
甲
斐
の
頷	

樋
口　

易
子

ノ
ー
ベ
ル
賞
生
家
と
と
の
ひ
石
榴
の
実	

深
沢
ゑ
み
子

大
﨔
大
地
つ
か
み
て
紅
葉
す	

内
藤
浜
二
郎

【
川　

柳
】

し
っ
か
り
と
根
を
張
る
い
つ
か
咲
く
た
め
に	

鮎
川　

弘
子

丸
く
す
る
微
笑
み
と
い
う
調
味
料	

大
森　

征
子

今
年
は
ま
た
タ
ク
ト
は
妻
が
振
る
ら
し
い	

樋
口
す
み
江

〜縁と出会いに恵まれ神
みこし
輿が完成〜

秋山　　始
はじめ
さん（青柳町区）

　秋山工務所を経営し、水晶をご神体にした神輿を1年間で完成させた秋山
さんにお話を伺いました。

■神輿を作ることになったきっかけは？
　知人に頼まれて、一度は断ったのですが、神様のことだからと引き受けま
した。作ったというより、神様に作らされたという感じ。ご縁に恵まれ、い
い出会いがあり、何から何までうまくいきました。いろいろな人の協力があっ
て、最後まで運良く作業も進みました。この神輿は神がかり的なところがあ
り、不思議な力を持っている感じがします。

■一番大変だったことは何ですか？
　神輿をつくるのは初めてだったし、ひな形がないので苦労しまし
た。でも作るからには、自分らしさを出すことにこだわりました。一
番大変だったのはバランスをとることでしたね。
■完成した感想は？
　依頼主から喜びの言葉を聞くまで気が気ではなかったです。すごい
ことをさせてもらい、一生の思い出になりました。運が良かったと感
じます。神輿が縁でいろいろな人との出会いがありました。これから
も、縁がどんどん広がっていくと思います。
　この神輿は、「昇仙峡　クリスタルサウンド」（水晶の博物館）に展
示されています。ぜひ、皆さんに見ていただきたいです。
　※入館料が必要になります

昇仙峡　水晶神輿
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100歳の誕生日
おめでとうございます

町内の芸術家たちの作品展
町民会館

みんなで楽しもう！
かじかざわ児童センター

　11月 14 日（土）〜 16日（月）まで、町民文化祭文
化展が開催されました。館内全体に力作が並べられ、日
ごろの成果を発表しました。

　12月 5日（土）、
児童センターまつ
りが行われまし
た。三枝亭二郎
〈DJ JIRO〉さん
の落語寄席が行わ
れ、わかりやすい
創作落語で会場に
は笑い声が響きま
した。
　その後、お菓子
をテーマにした
ゲームも楽しみま
した。

　11 月 13 日
（金）、廣川弘さん
（最勝寺）が、めで
たく 100 歳の誕
生日を迎えられま
した。

富士川町長賞を受賞

　9月に行われた大学生観光まちづくりコンテストで、
富士川町長賞を受賞した山梨英和大学の学生が来庁しま
した。コンテストでは、「いかざー、富士川〜スポーツツ
ーリズムで広げる健康と観光のミズベリング〜」と題し
て、スポーツ施設を活用した合宿プランを提案しました。

見よう！学ぼう！町政バス

『落語「鰍沢」の舞台』を
活かした商品を提供

　11 月 13 日（金）、竹林堂、国本屋、矢崎酒店、ツー
リストジャパン（写真右から）の町内 4社が関東経済産
業局より国の地域産業資源活用事業計画の認定を受けま
した。4社は、補助金を基にふるさと名物『落語「鰍沢」
の舞台』を活かした商品の開発・提供を行います。

　12月 2日（水）、町
の施設や計画を知って
いただく町政バスを開
催しました。大柳川渓
谷の散策や町民俗資料
館の見学など1日町内
を巡りました。つくた
べかんでは、みみづく
り体験を行い、生地を
こねたり、のばしたり、
やっと箕（み）の形が
できあがりました。最
後は、みんなでおいし
くいただきました。
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本年もどうぞよろしくお願いします

寒い日は図書館で
こころの暖を！

新刊案内

あけまして
おめでとうございます

2016 年　申

【映画】
『わたしはマララ』
マララ・ユスフザイ著

【一般書】
『真田三代と真田丸のすべて』
『今こそ知りたい！真田幸村 50の謎』
『真田大全』『湛山読本』『家系のしらべ方』
『イスラム世界　世界に 15億人　イスラムのすべて』
『安倍晋三沈黙の仮面　その血脈と生いたちの秘密』
『信長の肖像』朝日時代小説大賞　『光陰の刃』西村健著
『ニューカルマ』新庄耕著　『よはひ』いしいしんじ著
『孫と私の小さな歴史』佐藤愛子著
『少女の時間』樋口有介著　『踊り子と将棋指し』坂上琴著
『滅びの鐘』乾石智子著　『線路を越えて』東山彰良著
『声のお仕事』川端裕人著　『お伊勢まいり』平岩弓枝著

【児童書】
『しろもちくんとまめもちくん』　『どーだっ！』
『ゆきだるまうさぎ』　
『おしゃれなクララとおばあちゃんのぼうし』　　　ほか

ご自宅に未返却のままになっている
本はありませんか？
速やかにご返却をお願いします！

本年もどうぞよろしくお願いします

『あっ！命の授業』ゴルゴ松本著　　『不動の魂』　五郎丸歩著

2016　若い人へ読書のすすめ

善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
スポーツ用具一式　秋山義宏　様（青柳町）
　「山梨県体育功労者受賞により、町の社会体育振
興のために」

戸籍の窓
自 11 月 1日　至 11 月 30 日　届出（敬称略）

おめでた（出生）
	 地　区	 氏　名	 性別	 保護者
	最　勝　寺	 大塩　魁人	（かいと）	 男	 高　平
	 〃	 大野　佑心	（ゆうしん）	 男	 雅　宏
	大　久　保	 佐井　　歩	（あゆむ）	 男	 茂　仁
	𣇃　　　米	 小林　　杏	（あ　ん）	 女	 佑　太
	長　　　 	 大堀　司翠	（しすい）	 女	 力
	青　柳　町	 佐藤　宥月	（ゆづき）	 女	 英　煌
	 〃	 志村　和歩	（かずほ）	 男	 和　美
	 〃	 片平　夕愛	（ゆ　あ）	 女	 俊　輔
	小　　　室	 井上　夕維	（ゆ　い）	 女	 大　輔
	鰍　沢　北	 飯田向日葵	（ひまり）	 女	 拓　也
	 〃	 野中　　碧	（あおい）	 女	 義　法

およろこび（結婚）
	 地　区	 氏	 名	 （ 旧 姓 ）
	最　勝　寺	 樋口　竜一	 梢	 （ 根 津 ）
	𣇃　　　米	 山主　利仁	 祐　美	 （ 中 村 ）
	小　　　林	 木村　正昭	 美　幸	 （ 大 森 ）

おくやみ（死亡）
	 地　区	 氏　名	 年齢	 届出人
	最　勝　寺	 野中あや子	 92	 杲　　貴
	天 神 中 條	 長澤みゑ子	 71	 義　　仁
	 〃	 深澤つや子	 81	 透
	𣇃　　　米	 加賀美一二三	 91	 昇
	長　　　 	 笹本みち子	 80	 上田和司
	青　柳　町	 川久保　林	 66	 村上里美
	 〃	 竹内　元代	 92	 正　　直
	平　　　林	 深沢　榮次	 85	 秀　　人

ひとのうごき（12月 1日現在）

人　口	 15,942 人	 （＋ 9）
　男	 7,734 人	 （＋ 6）
　女	 8,208 人	 （＋ 3）
世帯数	 6,313 戸	 （＋ 7）	 ※ (　) 内は対前月比
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4 歳くらいまでのお子さまの写真を募集しています。

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

杉本　翔
かい

理
り

くん　6歳（青柳町）
　今年の干支のさるで年賀状を作りました。さるとバナナをはさみで切るところが難しかった
けど、がんばって上手に切ることができました。ウッキー !!!

小林　　蒼
あおい

くん
（平成 26年 1月生・天神中條）
父　大樹さん・母　菜央さん

市川　陽
はる
翔
と

くん
（平成 27年 5月生・大久保）
父　剛士さん・母　夕貴さん

Mail:kikaku@town.fujikawa.lg.jp

詳しくはこちら 富士川町　アイドル

　いつも可愛い笑顔をありが
とう。はるくんはぱぱとまま
の天使だよ♡沢山遊んで大き
くなってね。

　車や電車が大好き。これか
らもたくさん好きなものを見
つけようね。

　にいにの真似っこ大好き。
これからもにこにこ笑顔をた
くさん見せてね。

小林　　陽
はる

くん
（平成 24年 11月生・天神中條）
父　大樹さん・母　菜央さん

編
集
・
発
行
　
山
梨
県
南
巨
摩
郡
富
士
川
町
役
場
／
企
画
課

〒
400−

0592　
電
話
（
0556）

22−7216


